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ﾏｲ･ｺﾚｸｼｮﾝ－がらくた集め＝０＝趣味？

近藤 邦宏

小さな頃からがらくた集めが好きだった私

は、今思い出してみるといろいろなものを集め

。 、てきた コレクションといえば格好いいのだが

あいにくそういうのには少し低俗で、なおかつ

熱しやすく醒めやすいタイプの人間なので、昨

日のお宝は今日のゴミ。やはりここではがらく

たにしておこう。

メンコ（私の地域ではその当時ぱっちんとい

った 、ビー玉、プロ野球の選手カード、ヒー）

ローもののカードなどはまあよくある話で、旅

、 、 、先でのペナント集め キーホルダー 絵はがき

５円玉（お金でできた城を作ろうと思ったのだ

が当初の目標であるお城作りはそっちのけで、

とにかく数を集めた。５万円分ぐらいありまし

た)、ちび鉛筆（ ドラえもん」ののび太が集「

めていた。これはつまらないのですぐにやめ

た 、自動車のカタログ集め、音楽カセット。）

１番多いときで３００本ぐらい ビデオ 数（ ）、 （

えたことはないが、のべ数で１０００本は超え

ていた 、記念コイン（少しだけ 、古銭（父） ）

親にとられて挫折 、硬貨（年ごとに収集 、） ）

ＣＤ（金銭的にすぐ挫折 。そのうち興味がな）

くなったり、捨てられていたり、カビが生えて

使えなくなっていたりして、処分したりして、

これらのものは今、現在ほとんど手元に残って

いない。何しろ私は熱しやすく冷めやすいタイ

プの人間なので。

私の曾祖父もがらくた集めが好きだった人ら

しい。私は小さい頃、曾祖父の部屋にいりびた

、 、 、っており 真空管のラジオ２台 蓄音機が２台

台湾の置物（昔住んでいたこともあるらしかっ

た 、軍艦の絵はがき、７８回転式のレコード）

（１００枚は超えていた？ 、古銭などよく見）

せてもらっていた。考えてみれば、私のがらく

た集めの性分はこの頃作られたのかもしれな

い。曾祖父の死後、これらの骨董品は？私がも

らったはずなのだが、古銭は父にとられ、ラジ

オや蓄音機は壊してしまい、結局、家を改築し

た際処分させられた。思えば中学の時である。

突然だが、日本での好きな番組の１つは「な

んでも鑑定団」であった。自分が持っているお

宝を鑑定してもらって、値段をつけるだけの番

組だが、この番組は好きであった。値段がいい

悪いだけでなく、テレビに出てくる出演者と自

分とをどこかでダブらせていたのかもしれな

い。私のがらくた集めの性分がひょっとすると

この番組を好きにさせたのかもしれない。興味

のない人にとってはただのがらくただが、思い

教 職 員 の コ ー ナ ー
のある人にとっては宝。そこに値打ちがあるか

ないかその人が決めることだとは思うのだが。

話は変わるが あなたの趣味は何ですか 何「 」「

か趣味を持っていた方がいい」最近、私はこの

話をよく言われる。余暇の過ごし方、今から１

０年ほど前にはまるで意識をしなかったことで

ある。しかし、今から６年前にさかのぼる。縁

あって大学で１年間障害児教育の研修をさせて

いただく機会があった。そこで、初めて知った

ことが障害のある人たちに「余暇の過ごし方の

支援」であった。障害のある人たちの中には趣

味を見つけることも大変なかたもいるので、そ

れを支援していくというものであった。その時

に、ふと自分を振り返ってみた。自分にとって

。 。人に言える趣味って何だろう・・・ 何もない

少年時代にはいろいろなことに趣味を持ち、い

ろいろなことにこだわり続けてきたけれど、障

害のある方へ趣味の支援をしていながら自分は

何もしない。自分と趣味について意識し始めた

のは、そのときからだろうか。

それから、６年「あなたの趣味は何ですか」

と聞かれて、私は相変わらず返答に困ってしま

。 「 」 。う 苦し紛れに答えるのは パソコン である

しかし、本当のところは悩んでしまう。確かに

ネットの世界やディスプレイ上で動く映像やバ

ーチャル体験など、おもしろいと思うことはい

くつもある。しかし、それが趣味かと聞かれる

と果たしてそうだろうかと首をかしげてしま

う。人に紹介できる趣味はやはり今もない。

しかしこの頃、思い直している。振り返って

みると、趣味で一番長続きしているものは「が

らくた集め」だろう。これが趣味かと言われる

とまた、返答に困ってしまうが、考えてみると

・・・これかなという結論である。

多くのがらくた集めも、今はゴミになり、ほ

とんど自分の手元に残ってはいない。しかし、

それでもまた、おもしろいものを集めてみよう

と思っている。

以前面倒で、やめていたビデオカメラでの撮

影を最近再開した。３年間という限られた異国

での生活を映像に残しておきたいと思うように

なったからである。夏休みに使い方を少しおさ

らいして、ＤＶＤにも焼けるようになった。ま

だ、作品としては未熟だし、映像も少ない。こ

れからぼつぼついろいろな地域に出かけ記録し

ていきたい。この映像ががらくたになるのか一

生の宝物になるのかはわからないが、ここでし

か集めることのできない映像を少しでも多く集

めて行きたいと思う。

最もここにいる期間におもしろいと思うこと

を見つけて、そちらの方にのめり込んでいる可

能性もあるが。

とりあえず今のところはがらくた集めとして

おこう。何しろ、私は熱しやすく冷めやすいタ

イプの人間なので。


